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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 11月 1日 (2006.11.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ウ ェ ー ハ 表 面 の 改 質 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ の 三 次 元 固 定 研 磨 要 素 と 、 前 記 第 １ の 固 定 研 磨 要 素 と 略 共 延 在 す る 第 １ の サ ブ パ ッ
ド と を 含 む 第 １ の 研 磨 物 品 を 提 供 す る こ と と 、
　 前 記 第 １ の 三 次 元 固 定 研 磨 要 素 の 表 面 を ウ ェ ー ハ 表 面 と 接 触 さ せ る こ と と 、
　 前 記 第 １ の 研 磨 物 品 と 前 記 ウ ェ ー ハ と を 相 対 移 動 さ せ る こ と と 、
　 第 ２ の 三 次 元 固 定 研 磨 要 素 と 、 前 記 第 ２ の 固 定 研 磨 要 素 と 略 共 延 在 す る 第 ２ の サ ブ パ ッ
ド と を 含 む 第 ２ の 研 磨 物 品 を 提 供 す る こ と と 、
　 前 記 第 ２ の 三 次 元 固 定 研 磨 要 素 の 表 面 を 前 記 ウ ェ ー ハ 表 面 と 接 触 さ せ る こ と と 、
　 前 記 第 ２ の 研 磨 物 品 と 前 記 ウ ェ ー ハ と を 相 対 移 動 さ せ る こ と と 、
　 を 含 み 、 か つ
　 前 記 第 １ の サ ブ パ ッ ド が 、 直 径 １ ． ９ ｃ ｍ の 接 触 領 域 を 有 す る １ ｋ ｇ の 錘 の 縁 か ら １ ．
５ ｃ ｍ の 位 置 で 測 定 し た と き に 前 記 第 ２ の サ ブ パ ッ ド の 撓 み よ り も 小 さ い 撓 み を 有 す る 、
ウ ェ ー ハ 表 面 の 改 質 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の サ ブ パ ッ ド が 第 １ の 弾 性 要 素 を 有 し 、 前 記 第 １ の 弾 性 要 素 が 、 Ａ Ｓ Ｔ Ｍ － ２
２ ４ ０ に 準 拠 し て 試 験 し た と き に ６ ０ 未 満 シ ョ ア Ａ 硬 度 を 有 す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 弾 性 要 素 が １ ０ 以 下 シ ョ ア Ａ 硬 度 を 有 す る 、 請 求 項 ２
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の サ ブ パ ッ ド の 撓 み が 、 前 記 第 １ の サ ブ パ ッ ド の 撓 み の １ ０ 倍 で あ る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称

で あ り か つ １ を 上 回 る

で あ り か つ ２ を 上 回 る



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 ウ ェ ー ハ 表 面 の 改 質 方 法
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